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母
校
、
会
津
高

校
の
校
長
と
し
て

２
年
目
に
な
り
ま

し
た
。昨
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
１
年

遅
れ
と
は
言
え
、

学
而
ホ
ー
ル
（
同
窓
会
館
）
の
改
修
、
記
念

誌
の
発
刊
、
元
東
大
総
長
に
よ
る
記
念
講
演

会
の
開
催
等
の
本
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
記
念
誌
の
内
容
の
充
実
ぶ
り
に
関
し
て
は

反
響
が
大
き
く
、会
津
高
校
の
歴
史
と
伝
統

を
改
め
て
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
も

の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。皆
様
の
御
支
援
、

御
協
力
に
対
し
、心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、現
在
の
会
津
高
校
は
、福
島
、安
積
、

磐
城
と
共
に
県
内
に
４
校
あ
る
進
学
指
導
拠

点
校
の
１
校
と
し
て
、
校
是
で
あ
る
「
好
学

愛
校
」
と
「
文
武
不
岐
」
を
大
切
に
、
会
津

に
根
ざ
し
、
仲
間
と
手
を
携
え
て
社
会
に
貢

献
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
生
徒
達
は
、
会

津
高
生
と
し
て
の
気
概
を
持
っ
て
、
進
路
希

望
と
充
実
し
た
高
校
生
活
の
実
現
に
向
け
て

日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
末（
今
春
）

　

会
津
高
校
の
同

窓
会
会
長
に
任
ぜ

ら
れ
早
３
年
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
た
め
通
常

の
各
種
行
事
が
出
来
ず
残
念
な
思
い
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
の
は

７
月
初
旬
な
の
で
す
が
、
今
年
こ
そ
は
総
会

の
席
に
て
皆
様
と
お
い
し
い
お
酒
を
飲
み
た

い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
一
昨
年
母
校
会
津
高
校
は
創
立

１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
前
述
の
理

由
の
た
め
、
学
而
ホ
ー
ル
の
改
修
、
記
念
誌

の
発
行
、
在
校
生
向
け
の
小
宮
山
先
生
に
よ

る
記
念
講
演
と
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
１
４
０

周
年
、
１
５
０
周
年
に
向
け
こ
れ
か
ら
も
同

窓
会
が
活
発
で
あ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
皆
様
も
ご
存
じ
の
通

り
、
全
国
的
な
少
子
化
は
福
島
県
も
同
様
で

あ
り
、
県
の
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
と
県
立
高
等
学
校
改
革
前
期
実
施
計

画
と
し
て
、
２
０
２
１
年
度
再
編
整
備
対
象

校
と
し
て
、
喜
多
方
高
校
と
喜
多
方
東
高
校

の
統
合
。
小
名
浜
高
校
と
い
わ
き
海
星
高
校

が
統
合
。
２
０
２
２
年
度
と
し
て
須
賀
川

高
校
と
長
沼
高
校
。
大
沼
高
校
と
坂
下
高

校
。
湯
本
高
校
と
遠
野
高
校
。
相
馬
東
高
校

と
新
地
高
校
。
保
原
高
校
定
時
制
課
程
と

福
島
中
央
高
校
。
２
０
２
３
年
度
に
は
梁

川
・
保
原
統
合
校
、
二
本
松
工
業
・
安
達
東

統
合
校
。
白
河
実
業
・
塙
工
業
統
合
校
。
耶

麻
農
業
・
会
津
農
林
統
合
校
。
田
島
・
南
会

津
統
合
校
。
さ
ら
に
２
０
２
４
年
度
以
降
も

県
立
８
校
を
４
校
に
統
合
す
る
計
画
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
32
校
が
16
校
に
な
り
ま

す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
先
日
教
育
事
務
所

の
方
の
話
を
伺
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
10
年

間
の
間
に
福
島
県
の
小
中
学
校
数
は
７
３
７

校
よ
り
６
２
４
校
へ
と
１
０
０
校
以
上
少
な

く
な
り
、
子
供
の
数
も
１
６
７
，８
０
５
人

か
ら
１
３
１
，
４
７
０
人
へ
と
３
万
人
以
上

減
り
、
高
校
生
も
５
８
，
７
１
４
人
か
ら

４
５
，
６
４
５
人
へ
と
１
万
人
以
上
減
少
し

て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
続
く
と
の
こ
と
で
し

た
。
会
津
高
校
が
近
い
将
来
統
廃
合
の
対
象

に
な
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
在
校
生
の
数
は
増
え
る
こ
と
は
見
込
め
ま

せ
ん
。
同
窓
会
へ
の
入
会
者
数
も
そ
れ
に
伴

い
減
少
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
悲
観
的

な
こ
と
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
我
々
の
自

助
努
力
に
よ
り
出
来
る
こ
と
は
出
来
る
よ
う

し
て
い
く
外
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
今

ま
で
同
窓
会
に
興
味
を
持
ち
参
加
し
て
く
だ

さ
る
同
窓
生
が
20
名
に
１
人
な
ら
ば
、
こ
れ

か
ら
は
10
名
に
１
人
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
、
魅
力
を
持
っ
た
同
窓
会
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
諸
先
輩
の
皆
様
を
は
じ
め
多

く
の
同
窓
の
皆
様
よ
り
の
厳
し
く
も
温
か
い

ご
指
導
と
ご
協
力
の
ほ
ど
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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窓
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長
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健
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（
高
34
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）

の
大
学
受
験
で
は
、
東
京
大
学
、
東
北
大
学
、

県
立
医
科
大
学
等
の
難
関
大
学
を
は
じ
め
、

多
く
の
生
徒
が
進
路
希
望
の
実
現
を
果
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
は
、
部
活
動
に
お

い
て
も
、
陸
上
、
ボ
ー
ト
、
な
ぎ
な
た
の
３

競
技
が
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出

場
し
、
弁
論
、
写
真
、
将
棋
の
３
部
門
が
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
場
を
果
た

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
も
特
筆
す
べ
き
は

合
唱
部
で
、
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
10
年
連
続
の
金
賞
受
賞
と
５
年
連
続

の
開
催
県
知
事
賞
（
２
位
相
当
）
受
賞
と
い

う
偉
業
を
達
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
度

も
、
先
輩
に
負
け
じ
と
多
く
の
生
徒
が
自
身

の
目
標
達
成
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
校
は
今
年
度
か
ら
単
位
制
へ

の
移
行
、
そ
し
て
医
学
部
等
の
難
関
大
学
を

志
望
す
る
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト
拡
充
等
、
新

た
な
試
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、

新
入
生
の
男
女
比
が
男
子
１
２
０
人
、
女
子

１
２
０
人
と
完
全
に
１
対
１
と
な
り
、
会
津

高
校
も
新
た
な
時
代
を
迎
え
た
こ
と
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
剣
舞
委
員
会
や
特
別
応
援

団
も
女
子
の
人
数
が
多
く
な
り
、
女
子
生
徒

が
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い
る
学
校
で
も
あ

り
ま
す
。

　

我
々
教
職
員
一
同
、
気
持
ち
を
新
た
に
、

一
丸
と
な
っ
て
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
御
支

援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

 

ご
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校　

長
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義
祐
（
高
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回
）
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校
。
湯
本
高
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と
遠
野
高
校
。
相
馬
東
高
校

と
新
地
高
校
。
保
原
高
校
定
時
制
課
程
と

福
島
中
央
高
校
。
２
０
２
３
年
度
に
は
梁

川
・
保
原
統
合
校
、
二
本
松
工
業
・
安
達
東

統
合
校
。
白
河
実
業
・
塙
工
業
統
合
校
。
耶

麻
農
業
・
会
津
農
林
統
合
校
。
田
島
・
南
会

津
統
合
校
。
さ
ら
に
２
０
２
４
年
度
以
降
も

県
立
８
校
を
４
校
に
統
合
す
る
計
画
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
32
校
が
16
校
に
な
り
ま

す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
先
日
教
育
事
務
所

の
方
の
話
を
伺
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
10
年

間
の
間
に
福
島
県
の
小
中
学
校
数
は
７
３
７

校
よ
り
６
２
４
校
へ
と
１
０
０
校
以
上
少
な

く
な
り
、
子
供
の
数
も
１
６
７
，８
０
５
人

か
ら
１
３
１
，
４
７
０
人
へ
と
３
万
人
以
上

減
り
、
高
校
生
も
５
８
，
７
１
４
人
か
ら

４
５
，
６
４
５
人
へ
と
１
万
人
以
上
減
少
し

て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
続
く
と
の
こ
と
で
し

た
。
会
津
高
校
が
近
い
将
来
統
廃
合
の
対
象

に
な
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
在
校
生
の
数
は
増
え
る
こ
と
は
見
込
め
ま

せ
ん
。
同
窓
会
へ
の
入
会
者
数
も
そ
れ
に
伴

い
減
少
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
悲
観
的

な
こ
と
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
我
々
の
自

助
努
力
に
よ
り
出
来
る
こ
と
は
出
来
る
よ
う

し
て
い
く
外
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
今

ま
で
同
窓
会
に
興
味
を
持
ち
参
加
し
て
く
だ

さ
る
同
窓
生
が
20
名
に
１
人
な
ら
ば
、
こ
れ

か
ら
は
10
名
に
１
人
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
、
魅
力
を
持
っ
た
同
窓
会
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
諸
先
輩
の
皆
様
を
は
じ
め
多

く
の
同
窓
の
皆
様
よ
り
の
厳
し
く
も
温
か
い

ご
指
導
と
ご
協
力
の
ほ
ど
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
藤
紘
一
先
生
か
ら
引
継

ぎ
、
初
め
て
の
会
報
制
作
と

な
っ
た
今
号
は
１
３
０
周
年

記
念
誌
の
時
と
は
ま
た
違
っ

た
難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
縁
あ
っ
て
部
活
の
後
輩

で
も
あ
る
中
村
さ
ん
に
も
加

わ
っ
て
も
ら
い
、
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
寄
稿
や
情
報
提
供
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
会
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か

し
て
、
同
窓
生
の
情
報
共
有

の
ツ
ー
ル
と
な
る
よ
う
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。（
渡
部
）

　

初
め
て
会
報
制
作
に
携
わ

り
ま
し
た
が
、
本
業
と
の
兼

ね
合
い
で
な
か
な
か
力
添
え

が
で
き
ず
、
渡
部
委
員
長
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
卒
業
以
来
疎
遠
に
な
っ

て
い
た
母
校
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と

関
わ
る
機
会
と
な
っ
た
の
で

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
中
村
）

　

お
悔
み
、
叙
勲
の
ご
連
絡
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
は
窓
口

を
一
本
化
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
学
校
の
同
窓

会
事
務
局
宛
に
、
お
電
話
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
い
ず
れ
か
の
方
法

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、
お
問
い

合
わ
せ
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら

も
ご
連
絡
が
可
能
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
関
し
ま
し
て

は
上
記
お
知
ら
せ
に
も
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
今
後
は
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
方
へ
の
掲
載

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
不
定

期
更
新
と
な
り
ま
す
の
で
、
タ

イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
ご
連
絡

を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
反
映
に

少
々
お
時
間
を
い
た
だ
く
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

18
、
19
頁
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
新
企
画「
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
は
今
」
の
取
材
対
象
者
を

募
集
い
た
し
ま
す
。
条
件
は
卒

業
生
で
あ
る
こ
と
。
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
写
真
提
供

可
で
あ
れ
ば
、
会
津
地
域
以
外

や
県
外
在
住
の
方
も
取
材
い
た

し
ま
す
。掲
載
は
こ
の
会
報（
年

１
回
発
行
）
も
し
く
は
同
窓
会

Ｈ
Ｐ
（
不
定
期
更
新
）
と
な
り

ま
す
。
会
社
や
お
店
、
自
社
商

品
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
れ
た
い
方
も
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
問
い

合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
。

　

現
存
の
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
情
報
共
有
の

ツ
ー
ル
と
し
て
よ
り
活
用
さ
せ
る

た
め
、
令
和
４
年
９
月
よ
り
一
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
。
①

こ
れ
ま
で
会
報
に
掲
載
し
て
お
り

ま
し
た
お
悔
み
、
協
賛
金
、
叙
勲

の
表
彰
者
の
紹
介
を
Ｈ
Ｐ
へ
掲

載
。
②
同
じ
く
会
報
で
掲
載
さ
れ

て
い
る
新
企
画
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
は

今
」
の
不
定
期
連
載
。
会
報
だ
と

１
名
し
か
紹
介
で
き
な
い
た
め
、

今
後
は
Ｈ
Ｐ
で
展
開
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
③
幹
事
会
等

で
配
布
さ
れ
た
資
料
、
議
事
録
の

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
。
以
前
か
ら
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
さ
れ
た

フ
ァ
イ
ル
を
Ｈ
Ｐ
上
の
お
知
ら
せ

に
掲
載
す
る
方
向
で
進
め
て
お
り

ま
す
。
フ
ァ
イ
ル
の
閲
覧
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
の
際
に
必
要
と
な
り
ま

す
パ
ス
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
は
学
年

幹
事
会
の
際
に
公
開
、
も
し
く
は

同
窓
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
以
上
、
３
点
が
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
追
加
さ
れ

ま
す
。

お
悔
み・叙
勲
に
つ
い
て

　
　
窓
口
の
ご
案
内

協賛広告募集の
お知らせ

新
企
画
の

　
取
材
対
象
者
募
集

編
集
後
記

　
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

《第 52 号編集委員会》
〇委    員    長　　渡部恵未里
〇委　　　員　　中村ジーナリン
〇幹    事    長　　星　　宏
〇校 内 主 任　　森田　信
〇会　　　計　　伊藤　顕
〇校内担当者　　齋藤　正志　　羽曾部修章
　　　　　　　　春日　智志　　遠藤　紀通
　　　　　　　　田中　隆史

《印　　　刷》　　有限会社田中印刷

　これまでは同窓会員の所属企業様を
中心に、会報とホームページへの広告
掲載を募集しておりましたが、今回よ
り広告掲載はホームページのみとさせ
ていただくこととなりました。
　それに伴い、料金の改定のお知らせ
と協賛広告の募集をいたします。

◆料　　金：10,000 円

◆掲載期間：掲載開始より 1 年間

◆受付期間：随時募集

◆申込方法
　掲載をご希望の方は、同窓会事務局まで
　お問い合わせください。

◆掲載特典：
　ホームページをお持ちの企業様は
　広告よりリンクが可能です。

◆お問い合わせ：
会津高等学校同窓会事務局（会津高等学校内）
〒 965-0831 福島県会津若松市表町 3 番 1 号
TEL：0242-28-0211　FAX：0242-28-6680
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一般会計　 令和３年７月１日より令和４年６月３０日まで

収入総額 円

支出総額 円

差引残高 円

収収入入内内訳訳
（単位：円）

科　　目 予　算 決　算 比較増減 備　　　　考

繰 越 金 3,875,772 3,875,772 0 前年度繰越金

入 会 金 1,140,000 1,140,000 0 5,000円×228名

協 賛 金 2,400,000 1,830,360 △ 569,640

雑 収 入 50,000 10,017 △ 39,983 ご祝儀・利息等

繰　　　入　　　金 300,000 900,000 600,000 同窓会報委員会より

合　　　　　計 7,765,772 7,756,149 △ 9,623

支支出出内内訳訳
（単位：円）

科　　目 予　算 決　算 比較増減 備　　　　考

事　務　局　費 200,000 0 △ 200,000

事　　業　　費 200,000 430,200 230,200 看板製作・取り外し代等

総　　会　　費 200,000 0 △ 200,000

会 報 発 行 費 700,000 859,746 159,746 会報印刷・発送費

 会合経費（地元外） 500,000 134,040 △ 365,960 在京総会旅費、ご祝儀

 会合経費（地　元） 100,000 10,000 △ 90,000 同窓会追悼慰霊式献花代

慶    弔 　 費 20,000 31,298 11,298 花環代、電報代

卒 業 記 念 費 400,000 166,440 △ 233,560 卒業証書ファイル代

会    議    費 100,000 122,800 22,800 役員会会場費等

通    信    費 300,000 70,337 △ 229,663 メール便代、切手代等

ＨＰ作成管理費 300,000 97,900 △ 202,100 HP運用費

基　　　　　金 2,315,000 2,315,000 0 入会金

手　　数　　料 90,000 137,922 47,922 協賛金振込手数料等

雑　　　　　費 300,000 109,915 △ 190,085 文房具代、広告代等

予    備    費 2,040,772 0 △ 2,040,772

合　　　　　計 7,765,772 4,485,598 △ 3,280,174

令和３年度　会津高等学校同窓会会計決算書
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44,,448855,,559988
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会計幹事　福島　健一（高45回）

令和３年度 　会 務 報 告　
（R3年 7月 1日～ R4 年 6月 30 日）

令和３年
  7 月 27 日 ( 火 ) 会計監査
  7 月 中旬 　　　　　会津美里支部総会
  8 月 11 日 ( 火 ) 第 1 回役員会
  8 月 21 日 ( 土 ) 第 1 回定例学年幹事会
10 月 23 日 ( 金 ) 同窓会総会書面表決依頼発送
10 月 27 日 ( 火 ) 第 2 回会報委員会
10 月 30 日 ( 土 ) 物故会員追悼慰霊祭
11 月 初旬                    同窓会報第 51 号発行
11 月 13 日 ( 土 ) 湯川支部総会
11 月 30 日 ( 月 ) 創立 130 周年記念事業役員会 / 記念誌発行
令和４年
  1 月 21 日 ( 金 ) 第 2 回役員会　新年会
  3 月   1 日 ( 月 ) 第 74 回 卒業式
  3 月 24 日 ( 水 ) 会長杯各大会案内発送
  4 月   5 日 ( 月 ) 創立 130 周年記念事業役員会
  4 月   9 日 ( 金 ) 令和 4 年度 入学式
  5 月   5 日 ( 水 ) 第 13 回ゴルフ大会
  5 月 12 日 ( 木 ) 創立 130 周年記念事業役員会 ( 最終 )
  5 月 12 日 ( 木 ) 第 3 回役員会
  5 月 21 日 ( 土 ) 北海道同窓会総会
  5 月 28 日 ( 土 ) 第 2 回定例学年幹事会
  6 月 10 日 ( 金 ) 第 1 回会報委員会
  6 月 12 日 ( 日 ) 在京同窓会総会
      中止                    河東支部総会
      中止                    坂下支部総会
      中止                    令和 2 度年度総会
      中止                    戊辰殉難者秋季墓前祭典
      中止                    市役所職員同窓会
      中止                    塩川支部総会
      中止                    関西同窓会総会
      中止                    猪苗代支部総会
      中止                    下郷支部総会
      中止                    戊辰殉難者春季祭典
      中止                    母校着任者歓迎会
      中止                    白虎隊士春季墓前祭
      中止                    第 11 囲碁大会、第 9 回将棋大会
      中止                    中部地区同窓会総会
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令和４年度 　事 業 計 画　　（R4年 7月 1日～ R5 年 6月 30 日）

令和 4年
     中  止            県職員親睦会
7 月 1 日 ( 金 ) 会津美里支部総会
7 月 21 日 ( 木 ) 会計監査
8 月 6 日 ( 土 ) 第 1 回役員会、第 1 回定例幹事会
                 河東支部総会
                 坂下支部総会
9 月 11 日 ( 日 ) 令和 4 年度同窓会総会
9 月 11 日 ( 日 ) 物故会員追悼慰霊祭
9 月　中　旬 同窓会報第 52 号発行・発送
9 月　中　旬 南会津支部総会
9 月 24 日 ( 木 ) 戊辰殉難者秋季祭典
       〃                 白虎隊士秋季墓前祭
   中　旬                 市役所職員同窓会総会
   下　旬                 下郷支部総会
 11 月上旬  塩川支部総会
       〃                 関西同窓会総会
   中　旬                 湯川支部総会
      〃                 役員会
   下　旬                 猪苗代支部総会  

令和５年

1 月下旬 　　　　  役員会

3 月 1 日 ( 金 ) 第 75 回 卒業式､ 会長杯各大会案内発送

  下    旬                 母校離任者送別会

4 月初旬          令和 5 年度 入学式

  中　旬                 在京同窓会総会

      〃                 戊辰殉難者春季祭典

      〃                 白虎隊士春季墓前祭

　  〃         母校着任者歓迎会

5 月 5 日 ( 日 ) 第 14 回ゴルフ大会

　 〃                 第 12 回囲碁大会、第 9 回将棋大会

 中　旬                 第 2 回定例幹事会

 下　旬                 北海道同窓会総会

6 月上旬            会報委員会

 中　旬      中部地区同窓会総会
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令
和
３
年
を
中
心
と
し
た
活
動
状
況
を
紹
介
す
る
。
御
多
分

に
漏
れ
ず
、
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
低
調
な
活
動
に
終
始

し
た
。

（
１
）第
29
回
総
会
／
令
和
３
年
11
月
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
第

29
回
総
会
は
昨
年
度
に
続
き
書
面
総
会
と
な
っ
た
。

（
２
）散
策
会
／
史
跡
巡
り
等
を
２
回
、
実
施
で
き
た
。
３
月
に

は
明
石
海
峡
大
橋
を
中
心
に
散
策
を
楽
し
み
、
11
月
は
京
都
の

古
刹
・
東
福
寺
を
参
拝
し
た
。
参
加
者
は
共
に
６
名
で
あ
っ
た
。

（
３
）定
例
懇
談
会
、
他
／
年
４
回
予
定
の
懇
談
会
で
あ
っ
た

が
、
令
和
３
年
中
は
全
面
中
止
と
し
、
令
和
４
年
３
月
に
久
方

ぶ
り
に
開
催
し
た
。
母
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
に
協
賛

し
、
福
島
民
報
、
福
島
民
友
両
紙
に
協
賛
広
告
を
掲
出
し
た
。

又
、
恒
例
の
在
校
生
に
よ
る
京
都
黒
谷
・
剣
舞
奉
納
激
励
（
12

月
）
に
は
管
家
会
長
含
め
２
名
が
参
加
し
た
。
令
和
４
年
３
月

に
は
選
抜
高
校
野
球
大
会

に
只
見
高
校
が
出
場
す
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

管
家
会
長
含
め
６
名
が
甲

子
園
球
場
へ
駆
け
つ
け
、
同

校
を
応
援
し
た
。

（
４
）今
後
の
活
動
予
定
／
令

和
４
年
も
11
月
に
総
会
、
年

４
回
の
定
例
懇
談
会
、
年
３

回
の
散
策
会
、
各
地
区
同
窓

会
と
の
交
流
、
黒
谷
で
の
剣

舞
奉
納
激
励
な
ど
の
活
動

を
計
画
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
が
続
く
中
、
細
心
の

注
意
を
払
い
つ
つ
、
総
会

を
含
め
、
各
種
事
業
を
実

施
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
在
京
会
津
高
校
同
窓
会
」
の
一
年
の
活
動
は
例
年
春
４
月
の
総
会

か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
今
年
は
当

初
予
定
の
４
月
16
日
を
６
月
12
日(
日)
に
延
期
し
て
上
野
精
養
軒
で

３
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
12
日
に
は

習
志
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
、
７
月
15
日
に

は
「
コ
ロ
ナ
時
代
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
健
康
心
理
学
」
と
題
し
て
江
花
昭
一

氏
（
高
23
回
生
）
の
文
化
講
演
会
を
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
実
施
し

ま
し
た
。
更
に
７
月
末
に
会
報
65
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
秋

か
ら
は
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
に
な
り
ま
す
が
、
会
津
歴
史
探

訪
の
旅
（
10
月
蒲
生
氏
郷
の
足
跡
を
訪
ね
て
）、
い
も
煮
会
（
10
月
東

京
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
）、
親
睦
囲
碁
大
会
、（
10
月
）、
歩
こ
う
会
（
11
月

保
科
正
之
開
削
の
玉
川
上
水
散
策
）、
新
春
麻
雀
大
会
（
令
和
５
年
１

月
）、
世
代
交
流
・
賀
詞
交
歓
会

（
１
月
）
な
ど
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
執
行
役
員
会
は

毎
月
最
終
金
曜
日
17
時
30
分
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
交
え
て

開
催
し
て
い
ま
す
。(

８
月
、
２

月
は
役
員
会)　

会
議
終
了
後
、

希
望
者
に
よ
る
懇
親
会
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
「
よ
ろ

ず
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て

会
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
付
け
、
同
窓
生
の
各
分
野

の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
第
15
回
（
昭
和
38
年
）
卒
業
生
で
す
。
在
学
中
は

ク
ラ
ブ
活
動
や
学
生
会
活
動
も
し
な
い
普
通
の
高
校
生
で

し
た
。
春
に
は
鶴
ヶ
城
天
守
は
ま
だ
無
い
城
跡
を
通
っ
て

若
松
駅
迄
通
学
し
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。
名
古
屋
へ
は
昭
和
47
年
に
建
設
会
社
の
名
古
屋
支
店

へ
配
属
を
命
ぜ
ら
れ
東
名
高
速
が
開
通
し
て
間
も
な
い
頃

箱
根
を
越
え
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
は
建
設
工
事
の

設
備
担
当
で
、
電
気
、
衛
生
、
空
調
、
昇
降
機
の
施
工
管

理
で
し
た
。

　

会
高
中
部
地
区
同
窓
会
会
員
に
な
っ
た
の
は
大
分
前
の

こ
と
な
の
で
は
っ
き
り
と
は
記
憶
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
当

時
の
役
員
の
先
輩
方
は
中
部
地
区
の
大
企
業
の
役
員
さ
ん

達
で
私
も
こ
う
い
う
先
輩
を
も
っ
て
と
少
々
自
慢
に
思
い

ま
し
た
。
同
窓
会
の
活
動
と
し
て
は
役
員
会
、
総
会
、
芋

煮
会
、
忘
年
会
と
結
構
行
事
と
し
て
は
開
い
た
の
で
す
が

こ
こ
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
い
て
い
ま
せ
ん
。
芋
煮
会
は

県
営
の
「
Ｂ
Ｂ
Ｑ
ハ
ウ
ス
」
で
家
族
や
友
人
と
楽
し
く
開

き
ま
し
た
。
高
校
時
代
の
話
題
よ
り
家
族
の
こ
と
、
仕
事

や
趣
味
の
多
岐
に
渡
り
盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

会
で
は
会
女
の
Ｏ
Ｇ
の
方
も
参
加
し
ま
す
の
で
話
題
は
尽

き
ま
せ
ん
。
総
会
に
は
本
部
か
ら
と
関
西
地
区
か
ら
会
長

さ
ん
を
招
き
会
津
高
校
の
現
状
と
在
校
生
の
活
躍
、Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
活
躍
が
報
告
さ
れ
会
津
高
校
の
前
途
が
楽
し
み
で

す
。
中
部
地
区
は
大
企
業
と
云
わ
れ
る
製
造
業
社
が
多
く

会
員
の
方
も
多
く
み
ら
れ
る
の
で
す
が
若
い
人
の
参
加
が

“
今
イ
チ
”
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息

し
て
又
会
員
の
方
々
と
会
津
磐
梯
山
を
歌
い
な
が
ら
輪
に

な
っ
て
踊
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

中
部
地
区
活
動
状
況

　「
在
京
会
津
高
校
同
窓
会
」の
活
動
に
つ
い
て

活
動
状
況

  
四
地
区
か
ら
の
報
告 

総会の様子（上野精養軒）

２
０
２
１
年
12
月
１
日（
水
）、

秋
の
散
策
・
東
福
寺
に
て

会　
長　

小
林　
秀
明（
高
15
回
）

幹
事
長　

鈴
木　
忠
正（
高
15
回
）

副
幹
事
長　

加
藤　
賢
一（
高
22
回
）

 
在
京
同
窓
会

 

関
西
同
窓
会

 

中
部
同
窓
会
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コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間
、
総
会
・
懇
親
会
と

芋
煮
会
な
ど
全
行
事
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
会
員
の
悲
報
も
届
い
た
こ
と
か
ら
、

今
年
は
「
会
員
の
皆
さ
ん
が
ど
う
お
過
ご
し

な
の
か
」「
何
と
か
顔
を
合
わ
せ
る
方
法
は
な

い
か
」
と
考
え
、
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
の
茶
話

会
方
式
で
懇
親
会
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

５
月
21
日
に
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
い
た

総
会
・
懇
親
会
に
は
19
人
が
出
席
。
転
出
し

た
間
部
賢
司
前
会
長
の
後
任
に
間
宮
正
幸
氏

（
高
22
回
）
が
就
任
し
た
ほ
か
、
役
員
の
一
部

が
交
代
し
ま
し
た
。

　

会
合
は
、
感
染
対
策
も
あ
っ
て
テ
ー
ブ
ル

を
ロ
の
字
に
並
べ
て
ゆ
っ
た
り
と
着
席
し
て

も
ら
い
、
互
い
に
顔
の
見
え
る
か
た
ち
で
行

い
ま
し
た
。
時
間
も
３
時
間
を
確
保
し
、
一

人
ひ
と
り
が
近
況
を
報
告
し
た
あ
と
、
当
会

の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ス
ラ
イ
ド
で
振
り
返

り
な
が
ら
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
北
海
道
同
窓
会
の
懇
親
会
に
は
欠
か
さ

ず
出
席
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
千
葉
宏
（
高

８
回
）、
山
口
光
彦
（
高
30
回
）
両
先
生
も
会

津
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
会
長　

間
宮
正
幸
＝
新　

▽
副
会
長　

鈴
木
明
博
（
高
21
回
）
＝

新　

▽
幹
事
長　

髙
橋
孝
一（
高
22
回
）＝
再 　

▽
会
計　

弓
田
仁（
高

19
回
）
＝
再　

▽
監
事　

松
山
清
治
（
高
30
回
）
＝
新
、田
中
達
二
（
高

33
回
）＝
新　

▽
幹
事　

弓
田
信（
高
24
回
）＝
再
、金
川
晃（
高
26
回
）

＝
新　

▽
相
談
役　

原
健
蔵
（
高
８
回
）
玉
川
利
衛
（
高
8
回
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
随
分
と
下
火
に

は
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
感

染
防
止
対
策
は
充
分
で
は
な
い
と
判
断

し
、
今
年
も
「
書
面
に
よ
る
議
決
」
に

て
、
７
月
１
日
に
町
役
場
「
じ
げ
ん
プ

ラ
ザ
会
議
室
」
で
令
和
４
年
度
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

久
々
に
校
歌
を
口
ず
さ
み
、
懐
か
し

さ
と
共
に
気
持
ち
も
昂
り
ま
し
た
が
、

よ
り
多
く
の
同
窓
生
で
声
高
ら
か
に
歌

え
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
会
長
の
板
橋

信
幸
氏
（
高
25
回
）
を
議
長
に
選
任
し
、

提
出
さ
れ
た
案
件
は
全
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い

た
、
会
津
高
校
の
良
き
伝
統
と
後
輩
へ

の
期
待
を
込
め
て
、
地
元
出
身
の
新
入

生
に
対
し
何
ら
か
の
支
援
を
し
た
い
と

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
の

新
た
な
事
業
と
し
て
、
記
念
品
を
贈
呈

す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
き
っ
と
楽
し
か
っ
た
で
あ
ろ

う
高
校
の
３
年
間
に
つ
い
て
、
男
子
校
時

代
の
学
習
や
部
活
動
へ
の
取
組
み
方
、
女

子
校
と
の
交
流
な
ど
語
る
話
題
は
い
く
ら

で
も
あ
り
ま
す
。
高
校
を
卒
業
し
て
半
世

紀
ほ
ど
経
過
し
て
い
る
こ
と
す
ら
忘
れ
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
先
輩
と

後
輩
の
情
報
交
換
が
早
く
で
き
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
幹
事
長五

十
嵐
栄
記（
高
27
回)

　
先
輩
・
後
輩
の
絆
を

　
　
よ
り
強
く
す
る
た
め
に　

　
活
動
報
告

 

各
支
部
か
ら
の
報
告 

総会に出席した役員

会中・会高北海道同窓会、会女北海道同窓生の集い（札幌サンプラザ）

幹
事
長　

髙
橋　
孝
一（
高
22
回
）

新
会
長　
間
宮
正
幸
氏

 
北
海
道
同
窓
会

 

会
津
美
里
支
部
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こ
れ
ま
で
は
支
部
総
会
の
内
容
等
を
本

会
報
で
紹
介
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
総
会

が
開
催
出
来
な
い
状
況
で
す
の
で
、
私
の

拙
文
で
お
許
し
願
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
終
活
な
る
言
葉
が
気
に
な
り

始
め
、
書
斎
の
不
要
と
思
わ
れ
る
本
の
整

理
を
始
め
、
昭
和
37
年
２
月
28
日
発
行
の

「
學
而
会
雑
誌
・
54
號
」
が
目
に
留
ま
り

ま
し
た
。

　

パ
ラ
パ
ラ
と
ペ
ー
ジ
を
捲
っ
た
ら
「
１

人
一
言
・
後
輩
に
残
す
言
葉
」
と
し
て
、

全
卒
業
生
の
コ
メ
ン
ト
が
ク
ラ
ス
毎
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
生
意
気
に
も
「
人
に
愛
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
、

友
人
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
又

社
会
に
お
い
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。」

と
私
の
稚
拙
な
文
章
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
自
分
の
生
き
た
証
を
子
孫
や

後
世
に
残
す
こ
と
と
し
て
、
記
憶
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
う
ち
に
「
記
憶
を
記
録
」

す
る
「
自
分
史
・
部
分
史
」
の
作
成
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
資
料
等
を
ス
ク
ラ
ッ

プ
ブ
ッ
ク
に
整
理
し
て
来
た
の
で
、
そ
の

資
料
を
基
と
し
て
、
分
野
毎
に
纏
め
る
作

業
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
我
が
家
の
伝
承
継
承
生
活

行
事
と
料
理
・
山
行
は
愉
し
・
マ
ラ
ソ
ン

日
記
か
ら
・
櫻
漫
歩
」
な
ど
で
す
。
一

回
し
か
な
い
人
生
で
す
の
で
、
生
き
甲
斐

は
他
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

人
生
を
振
り
返
り
、
今
ま
で
如
何
に
生

き
て
来
た
か
を
顧
み
る
、
と
て
も
良
い
機

会
と
な
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
！
記
憶
が
シ
ッ
カ
リ
し
て

い
る
う
ち
に
「
記
憶
を
記
録
」
す
る
「
自

分
史
・
部
分
史
」
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

見
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
支
部
長　渡

部
雅
俊（
高
14
回
）

　

令
和
３
年
度
の
塩
川
支
部
総
会
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
役
員
会
の
み
の
開
催

と
し
、
令
和
３
年
11
月
27
日
に
役
員
会
を

開
催
し
、
支
部
長　

野
口
富
士
夫
（
高
18

回
）、
副
支
部
長　

山
ノ
内
壽
太
郎
（
高

21
回
）、副
支
部
長　

渡
部
孝
雄（
高
21
回
）

以
下
役
員
全
員
留
任
と
し
、
例
年
実
施
し

て
お
り
ま
す
本
年
度
入
学
の
新
入
生
９
人

に
贈
呈
す
る
記
念
品
（
図
書
券
）
に
つ
い

て
は
、
郵
送
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
終
了

い
た
し
ま
し
た
。幹

事
長　

　

筒
井
弘（
高
25
回
）

　

４
月
12
日
、
会
津
高
校
校
長

室
に
て
、
河
東
学
園
中
卒
の
新

入
生
の
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
鈴
木
義
祐
校
長
先
生
よ
り

河
東
支
部
か
ら
の
記
念
品
が
そ

れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
代
筆
・
事
務
局　

　
半
野
裕
務（
高
33
回
）

　
「
記
憶
を
記
録
に
」

(

自
分
史
・
部
分
史
を
残
そ
う
！)

　
近
況
報
告

　
近
況
報
告

各
支
部
か
ら
の
報
告

南
会
津
支
部

塩
川
支
部

河
東
支
部
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OB・OGからの投稿コーナー

同
窓
生
通
信

　

高
校
28
回
卒
、
現
在
65
歳
で
す
。
こ
の
ほ

ど
40
年
勤
め
た
会
社
勤
め
も
満
了
し
、
社
会

生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
し
た
。
人
生
は

バ
タ
バ
タ
と
容
赦
な
く
私
を
呑
み
込
ん
で
歳

月
は
驚
く
ほ
ど
呆
気
な
く
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
今
頃
に
な
っ
て
、
卒
業
以
来

一
度
も
訪
れ
て
い
な
い
母
校
、
そ
し
て
懐
か

し
い
諸
先
生
の
こ
と
が
し
き
り
に
頭
を
よ
ぎ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
更
な
ん
だ
と
言

わ
れ
そ
う
で
、
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

　

こ
こ
に
来
て
世
界
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
も

の
に
よ
っ
て
一
変
し
ま
し
た
。
親
し
い
人
と

会
え
ず
、
行
き
た
い
場
所
ど
こ
ろ
か
、
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
場
所
に
す
ら
行
け
な
く
な
り

ま
し
た
。
人
間
に
一
番
大
切
な
「
他
者
と
の

か
か
わ
り
」
が
重
点
的
に
攻
撃
さ
れ
て
い

る
・
・
・
私
は
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
２
年
か
け
て
本
を
書
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
と
し
た
の
は
会
津
に
広
く
流
布
す

る
「
会
津
以
仁
王
伝
説
」
で
す
。「
平
家
物

語
」
で
は
、
以
仁
王
は
圧
倒
的
な
平
家
軍
に

追
い
詰
め
ら
れ
て
山
城
の
地
で
殺
さ
れ
た
と

さ
れ
ま
す
が
、
実
は
窮
地
を
脱
出
し
や
が
て

数
百
キ
ロ
も
離
れ
た
奥
会
津
に
立
ち
現
れ
た

と
い
う
伝
承
で
す
。
１
９
２
５
年
に
柳
田
國

男
が
「
史
実
と
す
る
根
拠
は
な
い
」
と
断
じ

た
た
め
に
歴
史
の
議
論
か
ら
外
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
も
そ
も
「
な
ぜ
会
津
だ
っ
た
の
か
」

と
い
う
根
幹
の
問
題
が
未
解
決
で
す
。
こ
れ

は
外
部
の
学
者
に
は
分
か
ら
な
い
と
思
う
の

で
す
。
私
の
祖
先
は
只
見
に
あ
り
以
仁
王
を

先
導
し
た
龍
王
院
と
い
う
山
伏
で
す
。「
か

か
わ
り
」を
繋
ぐ
存
在
、修
験
者
と
い
う
足
場

か
ら
以
仁
王
の
思
い
を
受
け
止
め
た「
会
津

の
心
」に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
と
書
き
ま
し
た
。

　

書
名
は
「
以
仁
王
を
探
せ
！
」　

ど
こ
か

で
見
つ
け
て
頂
け
た
ら
有
難
い
で
す
。
母
校

の
図
書
館
「
学
而
文
庫
」
に
も
一
冊
寄
贈
さ

せ
て
戴
き
ま
し
た
。

《 

経
歴 

》

下
郷
町
塩
生
出
身
。
部
活
は
弓
道
部
。
生
徒

会
活
動
（
学
而
会
会
長
）
な
ど
。
一
浪
し
て

東
京
大
学
理
科
Ⅰ
類
か
ら
教
養
学
部
基
礎
科

学
科
卒
。
１
９
８
２
年
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
に
入

社
。
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
「
ク
イ
ズ

１
０
０
人
に
聞
き
ま
し
た
」「
ク
イ
ズ
ダ
ー

ビ
ー
」「
ア
ッ
コ
に
お
ま
か
せ
」な
ど
を
制
作
。

　標記大会は従来、5 月 5 日 ( 子供の日 ) に開催していま
したが、コロナ禍により 3 年間見送ってきました。
今年は実現したいものと思っていたところ、最近誕生した
喜多方市の囲碁・将棋会館 ( 北の森 ) を借用して、待望の
大会を次の要領で開催することを予定しました。
※今後のコロナ状況によっては中止もありえます。

１. 日　時：2022 年 11 月 13 日 ( 日 )
　　　　　 ９：００~ １７：００
２. 会　場：喜多方市『 北の森 』　右記地図参照☞
３. 参加費：１，０００円 ( 昼食弁当付き )
４. 大会要領：個人戦のみ５試合・スイス方式・
　　　　　表彰　上位者 ( 約半数 ) に賞品、他参加賞

《お問合せ》
囲碁担当：千葉宏 ( 高８回 )
           　　電話 /FAX　0242-58-2526
将棋担当：三星恵介 ( 高 30 回 )
　　　　　電話　090-2603-5378

  

山
崎　

玲　

　
（
高
28
回
）

同窓会長杯、囲碁 ( 第 11 回 ) 将棋 ( 第 9 回 ) 大会
開　催　の　ご　案　内

２年かけて書き上げた本と山崎さん

北の森
（電話）
0241-22-5510

イエローハット

ダイユーエイト

米沢方面

喜多方駅方面

P

会津若松方面

熊倉方面

「以
仁
王
を
探
せ
！
」
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平
成
15
年
３
月
、
福
島
女
子
高
校
の
校
長
を
定
年

退
職
し
、
４
月
か
ら
会
津
磐
梯
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
山
口

豪
志
同
窓
会
長
と
私
の
同
級
生
（
高
13
回
）
が
力
を

寄
せ
合
い
「
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
以
来
、
新
城
会
長
、
林
会
長
と
引
き
継
が

れ
、
皆
さ
ん
が
心
待
ち
に
す
る
、
全
国
に
類
を
見
な

い
大
き
な
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
し
て
、
意
気
と
友

情
等
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
逞
し
い
男
の
集
団
に
育
て
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
高
13
回
卒
（
36
年
）
は
、

こ
れ
ま
で
何
回
か
優
勝
を
す
る
な
ど
し
て
お
り
ま
す

が
、
80
歳
を
迎
え
た
今
と
な
っ
て
も
、
ゴ
ル
フ
を
楽

し
む
こ
と
で
、
健
康
の
維
持
や
生
き
が
い
な
ど
を
見

い
出
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
同
窓
生
と
な
っ
た

女
性
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
も
一
堂
に
会
し
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
す
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
高
13
回
卒
の
そ

れ
ぞ
れ
が
、
も
う
少
し
努
力
し
て
み
よ
う
か
な
と
話

し
合
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
場
面
で

の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
第
13
回　
会
津
高
校
同
窓
会

　
「
会
長
杯
」
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ  

開
催

 同窓生の高まりを感じながら、さらに…

  

個
人
・
団
体
優
勝

　

安
部　

哲
夫

　
　
　
　
　
　
（
高
13
回
）

◆日　時：2022 年 5 月 5 日（木・祝）
◆場　所：会津磐梯カントリークラブ
◆天　候：晴れ
◆参加数：１６４名

感染対策を取りながら、青空の元に集まった

磐梯山も見える素晴らしい景色の中、ゴルフを楽しんだ

個人の部

団体の部

順位 競技者名　　OUT　IN  GROSS  HDCP  NET      
優勝 安倍　哲夫　　39　39　78        8.4　　69.6
準優勝 星野　明彦　　53　42　95      25.2　　69.8
   3 位 東條　泰治　　38　37　75        4.8       70.2
   4 位 一條　敏武　　42　49　91      19.2　　71.8
   5 位 佐藤　洋一　　43　41　84      12.0　　72.0
   6 位 高橋　至　　　47　43　90      18.0　　72.0
   7 位 寺川　俊治　　41　43　84      12.0　　72.0
   8 位 平山　信次　　50　44　94      21.6　　72.4
   9 位 佐藤　守哉　　39　42　81        8.4       72.6
 10 位 左雨　斎　　　43　44　87      14.4　　72.6
 11 位 伊藤　信市　　45　41　86      13.2　　72.8
 12 位 青木　慶太　　53　51　104    31.2　　72.8
 13 位 渡部光一郎　　40　45　85      12.0　　73.0
 14 位 相馬　太　　　45　46　91      18.0　　73.0
 15 位 永田　幸芳　　46　44　90      16.8　　73.2
 16 位 塚原　靖弘　　46　38　84      10.8　　73.2
 17 位 新井田　務　　46　44　90      16.8　　73.2
 18 位 渡部　和彦　　49　47　96      22.8　　73.2
 19 位 室井　良文　　39　45　84      10.8　　73.2
 20 位 本多　俊男　　47　48　95      21.6　　73.4

順位 団体名  　競技者名　GROSS　HDCP NET       
優勝 13 回卒 214.8 ＊安倍　哲夫 78 8.4 69.6
   ＊佐藤　洋一 84 12.0 72.0
   ＊永田　幸芳 90 16.8 73.2
   　葛岡　憲一 89 13.2 75.8
   　鈴木　良助 107 31.2 75.8
   　金子　聖亜 100 21.6 78.4
   　海老ヶ瀬義雄 111 31.2 79.8
準優勝 19 回卒 218.2 ＊一條　敏武 91 19.2 71.8
   ＊平山　信次 94 21.6 72.4
   ＊吉田　長政 92 18.0 74.0
   　渡部　幹雄 97 21.6 75.4
   　常世　一元 85 9.6 75.4
   　大竹　嶺夫 99 21.6 77.4
   　渡部　佐吉 113 30.0 83.0
3 位      43 回卒 219.2 ＊東條　泰治 75 4.8 70.2
   ＊青木　慶太 104 31.2 72.8
   ＊宮森　靖人 99 22.8 76.2
   　秋山　健治 109 27.6 81.4



18

　新体制での発行となった第 52 号。新たな試みとして、会報委員が取材を行い、
時には撮影も行う新企画を始めました。この企画が、今まで知らなかった卒業生を
知るきっかけとなり、そして卒業生同士の新たな交流につながれば良いなと思って
おります。記念すべき第１回目は、ミュージシャンでもあり地元・会津でスタジオ
楽器店を営む、平出　光一郎さん（高 47 回）です。

　
会
津
高
校
を
志
願
し
た
理
由

　

中
学
で
大
学
進
学
が
視
野
に
あ
っ
た 

の
で
、
自
然
の
流
れ
で
す
よ
ね
。
生
ま 

れ
も
育
ち
も
市
内
だ
っ
た
し
、
会
津
で 

あ
れ
ば
、
疑
う
こ
と
な
く
会
津
高
校
で 

し
た
。(

※
当
時
、
男
子
が
行
け
る
市

内
の
普
通
科
は
会
津
高
の
み
。)

　
高
校
時
代
の
思
い
出

　

や
っ
ぱ
り
学
而
祭
で
す
ね
。
ま
と
も

に
勉
強
を
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
バ
ン
ド
だ
け
は
３
、４
つ
掛
け
持

ち
し
て
い
て
、
学
而
祭
中
は
ず
っ
と
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
て
て
、「
学
而
祭
の
と

き
だ
け
元
気
が
い
い
な
お
前
は
」
っ
て

先
生
に
言
わ
れ
ま
し
た
笑
。
そ
ん
な
姿

を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
驚
い
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
思
え
ば
、
先
生

は
茶
化
し
な
が
ら
も
喜
ん
で
た
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
ね
。
好
き
な
こ
と
、
何
か

熱
中
す
る
も
の
が
あ
っ
て
。
結
果
的
に

そ
れ
が
い
ま
の
仕
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
当
時
の
担
任
の
先
生
や
、
学
年
主

任
の
先
生
に
は
本
当
に
色
々
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
と
い
う
か
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
担
任
は
２
年
と

３
年
の
時
の 

五
十
嵐
敏
喜
先
生
で
す
。

卒
業
後
も
お
声
を
か
け
て
頂
い
た
り
も

し
て
い
ま
す
。
た
ま
に
自
分
の
お
店

(

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
音
楽
室)

の
前
を
通

ら
れ
る
ん
で
す
よ
。
近
く
の
学
校
に
勤

務
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
た
時
や
、
會
津

稽
古
堂
な
ど
に
用
が
あ
っ
て
来
ら
れ
る

際
に
お
声
が
け
し
て
頂
い
た
り
。
30
年

近
く
経
っ
た
い
ま
で
も
気
に
か
け
て
下

さ
っ
て
い
る
っ
て
本
当
に
あ
り
が
た
い

と
い
う
か
、
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

敏
喜
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た

ら
、
今
の
自
分
は
い
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
勉
強
し
な
か
っ
た
、
あ
ま
り
学

校
に
行
か
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
家
の

事
で
色
々
あ
っ
て
…
い
ま
思
え
ば
、
よ

く
退
学
に
な
ら
な
い
で
い
ら
れ
た
な
っ

て
思
う
ん
で
す
が
、
事
情
も
分
か
ら
れ

て
い
た
の
か
、
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た

の
で
は
、
と
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。

部
活
動
は
、
バ
ン
ド
１
本
で
し
た
。
僕

ら
の
頃
は
本
当
に
バ
ン
ド
マ
ン
が
多
く

て
、
１
学
年
に
７
、８
バ
ン
ド
、
１
ク
ラ

ス
に
５
〜
６
人
は
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
、
何
か
し
ら
の
形
で
音
楽
を
や
っ
て

る
人
が
。

 　
当
時
よ
く
通
っ
た
お
店

　

Curious Ism
（
キ
ュ
リ
ア
ス
イ
ズ

ム
）
っ
て
い
う
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
イ
ミ
ン
グ
の
目
の
前
に
あ
る
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
そ
の
お

店
が
当
時
は
工
業
高
校
の
近
く
に
あ
っ

て
、
よ
く
通
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
飯
は

ト
ミ
ー
フ
ー
ド
、
カ
レ
ー
屋
ア
ン
ト
ン

で
す
ね
。
ト
ミ
ー
フ
ー
ド
は
安
く
て

２
５
０
円
ぐ
ら
い
で
食
べ
ら
れ
ち
ゃ
う

し
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
50
円
で
す

よ
？
び
っ
く
り
で
す
よ
ね
。
原
価
割
れ

し
て
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
笑
。

　
高
校
時
代
に
現
在
の
自
分
に

　
　
影
響
を
与
え
た
こ
と
や
経
験

　

さ
っ
き
の
学
而
祭
の
話
も
そ
う
で
す

け
ど
、
バ
ン
ド
活
動
で
す
ね
。
高
校
時

代
は
も
ち
ろ
ん
趣
味
だ
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
少
し
ず
つ
自
分
に
は
こ
れ
し
か
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
。
21
歳

の
時
に
最
初
の
Ｃ
Ｄ
を
全
国
リ
リ
ー
ス

し
ま
し
た
。
高
校
時
代
か
ら
大
好
き

だ
っ
たPEN

N
YW

ISE

（
ペ
ニ
ー
ワ

イ
ズ
）
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
バ
ン
ド
に

ず
っ
と
憧
れ
て
い
て
、
23
歳
の
時
に
ア

ポ
な
し
で
彼
ら
に
逢
う
為
に
単
身
ア
メ

リ
カ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
彼
ら
が
所
有

す
る
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
が

あ
っ
て
、「Stall#2

」
と
い
う
ス
タ
ジ

オ
名
だ
け
を
頼
り
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

ま
で
行
っ
て
、
運
よ
く
出
会
え
る
こ
と

が
で
き
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、
現
地
で

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
を
し
た

り
。
自
分
た
ち
の
２
枚
の
ア
ル
バ
ム
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
はPEN

N
YW

ISE

の
メ
ン
バ
ー
に
参
加
も
し
て
も
ら
っ
た

り
、
本
当
に
色
々
と
手
助
け
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
彼
ら
の
来
日
公
演(

川
崎

ク
ラ
ブ
チ
ッ
タ)

で
は
、
共
演
も
し
て

い
ま
す
。
そ
の
前
後
の
時
期
く
ら
い
か

ら
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
全
国

ツ
ア
ー
も
周
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ツ

ア
ー
に
出
る
と
1
ヶ
月
位
職
場
を
休
ま

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
度
転

職
し
ま
し
た
ね
笑
。
何
も
怖
く
な
か
っ

た
と
い
う
か
、若
気
の
至
り
で
す
よ
ね
。

自
分
で
や
り
た
い
こ
と
や
っ
ち
ゃ
え
、

み
た
い
な
。
で
も
結
果
、
音
楽
活
動
を

通
じ
て
国
内
外
の
色
ん
な
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
や
ス
タ
ジ
オ
見
て
回
っ
た
経
験
も
、

今
の
自
分
の
ス
タ
ジ
オ
楽
器
店
を
作
る

原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
而
祭
は
そ

の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
し
た
。

　
今
の
地
元
に
つ
い
て
思
う
こ
と

　

若
者
が
帰
っ
て
き
た
い
と
思
う
土

地
、
場
所
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
の
40
代
以

上
の
世
代
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。

　
若
い
世
代
の
卒
業
生
へ
一
言

　

こ
れ
は
私
が
好
き
な
映
画
監
督
の
黒

澤
明
さ
ん
の
言
葉
で
す
。
自
分
自
身
に

も
常
々
言
い
き
か
せ
て
い
ま
す
。「
み

ん
な
、
自
分
が
本
当
に
好
き
な
も
の
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
自
分
に
と
っ
て

本
当
に
大
切
な
も
の
を
見
つ
け
る
と
い

い
。
見
つ
か
っ
た
ら
、
そ
の
大
切
な
も

の
の
た
め
に
努
力
し
な
さ
い
。
そ
の
時

君
た
ち
は
、
努
力
し
た
い
何
か
を
持
っ

て
い
る
は
ず
だ
。
き
っ
と
そ
れ
は
君
た

ち
の
心
の
こ
も
っ
た
、
立
派
な
仕
事
に

な
る
で
し
ょ
う
。」
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バ
ン
ド
活
動
、今
後
の
目
標
な
ど

　

私
が
19
歳
の
時
に
会
津
高
校
Ｏ
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー

で
結
成
し
た
バ
ン
ドEngrave

（
イ
ン
グ
レ
イ
ヴ
）

は
、
今
年
で
25
周
年
に
な
り
ま
す
。
次
作
の
３
枚

目
の
ア
ル
バ
ム
で
は
初
め
て
海
外
の
レ
ー
ベ
ル
か

ら
の
リ
リ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
当
面
の
目

標
は
、こ
の
ア
ル
バ
ム
を
出
す
こ
と
で
す
。
実
は
、

収
録
す
る
予
定
の
新
曲
の
Ｐ
Ｖ
を
地
元
・
会
津
若

松
の
映
像
会
社G

rid

（
グ
リ
ッ
ド
）の
椿
さ
ん
に
撮

影
し
て
頂
い
た
ば
か
り
で
す
。
会
津
の
観
光
大
使

の
サ
ム
ラ
イ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
島
口
哲
郎
さ
ん
に

も
一
緒
に
出
演
い
た
だ
い
て
、
撮
影
の
た
め
剣
術

指
導
も
受
け
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ウ
ク
レ
レ
も

楽
し
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
今
年
ハ
ワ
イ
で
開
催

さ
れ
た
ウ
ク
レ
レ
の
世
界
大
会
で
は
運
よ
く
３
位

に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
妻
が

H
ula

教
室
を
し
て
い
る
の
で
、
夫
婦
で
ハ
ワ
イ

ア
ン
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。

お
店
の
３
周
年
の
時
に
は
、
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
の
高

木
ブ
ー
さ
ん
や
キ
ヨ
シ
小
林
さ
ん
な
ど
日
本
を
代

表
す
る
ウ
ク
レ
レ
奏
者
を
会
津
に
お
招
き
し
、
ス

テ
ー
ジ
で
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
た
り
も
し
て
い
ま

す
。
先
日
は
ハ
ワ
イ
出
身
で
来
日
40
周
年
を
迎
え

た
、
元
大
関
力
士
の
小
錦
さ
ん
ご
夫
妻
と
も
共

演
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。Engrave

の
ニ
ュ
ー
ア

ル
バ
ム
も
勿
論
で
す
が
、
夫
婦
で
ハ
ワ
イ
ア
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
音
源
制
作
に
も
取
り
掛
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、
出
来
上
が
っ
た
ら
み
な
さ
ん
に
是

非
聴
い
て
欲
し
い
で
す
。

SUNSET 音楽室　〒 965-0035 会津若松市馬場町 1-18( 會津稽古堂の斜め向かい )
　　　　　　　　  TEL/FAX：0242-23-8485　E-mail：info@sunset-studio.net

バンド、ダンス、ピアノの練習スタジオが常設された楽器店であるとともに、イベントの企画〜運営、
イベントに関する機材のレンタル、録音 &CD パッケージ制作や各種レッスンまで幅広くご利用頂ける、
地域密着型のスタジオ楽器店です。特に学祭用の音響機材レンタルや、学生さんへの楽器販売は、特価
からさらに学割も行なっています。分かり易い料金表もご用意しています。また、ウクレレ演奏＆ Hula
ステージのご依頼も承ります。お気軽にお問い合わせください♪

平出　光一郎（ひらいで　こういちろう・高 47 回）SUNSET 音楽室代表。Drum、Vocal
を担当しているバンド「ENGRAVE/ イングレイヴ」で 20 年以上バンド活動中。2022 年で結成 25
周年となる。US 西海岸のパンクロック・レジェンド「PENNYWISE/ ペニーワイズ」との共演や
共同レコーディングをはじめ、国内外のメジャー・アーティストとの共演も多数。カリフォルニ
アのドラムメーカー「Pork Pie Percussions」のエンドースメントプレイヤー。
2016 年６月には、地元会津若松市にバンドとダンスのリハーサルスタジオ「SUNSET 音楽室」を
設立。現在、ENGRAVE の NEW アルバムに向けた楽曲制作を続けるとともに、ハワイアンユニッ
ト「Ho`okani/ ホオカニ」では、Hawaii のウクレレブランド「Ko`Aloha」のサポーテッドアーティ
ストとして Ukulele&Guitar、Vocal を担当。

HP はこちら

2022 年のウクレレ世界大会では講師の斎藤祐輝さん（左）と
ともに 3 位入賞を果たした

奥様の宏美さん（左）は同じ建物内で
フラダンスを教えている

    「
学
而
祭
の
と
き
だ
け
元
気
が
い
い
な
」

  

っ
て
先
生
か
ら
ツ
ッ
コ
ミ
を
頂
き
ま
し
た
笑
。

平出 光一郎

ＯＢ・ＯＧは今　第１回
スタジオ楽器店「SUNSET 音楽室」
(株) サンセットレコーズ　
代表取締役

( 高 47 回 )
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時
下　

ま
す
ま
す
の
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

同
級
生
の
皆
様
に
は
、
本
会
の
た
め
に
日
頃
か
ら
ご
尽
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
会
津
高
校
同
窓
会
は
、
平
成
十
七
年
度
総
会
に
お
い
て
「
年
次
協
賛
金
」
が
承
認
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度

よ
り
そ
れ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
同
窓
生
皆
様
の
相
互
親
睦
、
母
校
賛
助
、
後
輩
育
成

支
援
等
へ
の
熱
意
実
現
の
た
め
、
左
記
に
よ
っ
て
「
協
賛
金
」
を
年
次
お
願
い
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
の
皆
様
並
び
に
有
志
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
出
費
多
端
の
折
か
ら
甚
だ
恐
縮
に

存
じ
ま
す
が
、
協
賛
金
の
ご
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
芳
志
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
協
賛
金
の
こ
と

　
　

①
名　
　
　

称　
　

会
津
高
等
学
校
同
窓
会
年
次
協
賛
金
と
称
す
る
。

　
　

②
目
的
・
用
途　
　

同
窓
会
運
営
の
た
め
一
般
会
計
資
金
と
す
る
。

　
　

③
協 

賛 

金 

額　
　

金
二
〇
〇
〇
円
程
度
（
金
一
〇
〇
〇
円
で
も
可
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
を
超
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
可
。）

　
　

④
納
入
期
間　

 

毎
年
七
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で
を
会
計
年
度
と
す
る
。
通
年
受
理
す
る
。

　
　

⑤
協
賛
者
名
簿　

 

直
近
の
同
窓
会
報
に
協
賛
者
各
位
の
氏
名
を
登
載
す
る
。

　
　

⑥
納
入
方
法　

 

所
定
の
ゆ
う
ち
ょ
振
込
取
扱
票
（
振
込
料
金
加
入
者
負
担
）
を
使
用
す
る
。

　
　
　

 
 
 
 
 
 

口
座
番
号　

０
２
２
３
０
ー
２
ー
５
０
２
３
０

　
　
　

 
 
 
 
 
 

加
入
者
名　

会
津
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
　

 
 
 
 
 
 

振 

込 

者　

自
分
の
卒
業
回
次
・
氏
名
・
住
所
を
記
入

　

 
 

⑦
会
報
送
付　

  

振
込
者
に
は
振
込
時
会
計
年
度
の
同
窓
会
報
を
送
付
。

※
追
記　

二
〇
二
二
年
一
月
十
七
日
か
ら
ゆ
う
ち
ょ
振
込
取
扱
票
を
現
金
で
支
払
う
場
合
に
は
一
一
〇
円
／
件　

　
　
　

 

の
料
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
協
賛
金
よ
り
一
一
〇
円
を
差
し
引
い
た
金
額
を
ご
記
入
の
上
お
振
込
み

　
　
　
　

く
だ
さ
い
。
ゆ
う
ち
ょ
口
座
か
ら
支
払
い
の
場
合
、
加
算
料
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
お
問
合
せ
先
）
会
津
高
校
同
窓
会
事
務
局
担
当
者

　
　

 
 
 
 
 
 　

 

〒
965
ー
0831　

会
津
若
松
市
表
町
３
番
１
号　
　

 (

Ｆ
Ａ
Ｘ)

０
２
４
２
ー
２
８
ー
６
６
８
０

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
窓
会
幹
事
長　

星　

宏　

（
雑
貨
佳
趣
）

　
　
　
　
　
　
　

〒
965
ー
0007　

会
津
若
松
市
飯
盛
３
丁
目
15
ー
60(

Ｆ
Ａ
Ｘ)

０
２
４
２
ー
２
７
ー
８
９
２
０

　
　

令
和
四
年　

九
月

会
員
各
位

有
志
各
位

　

会
津
高
等
学
校
同
窓
会
へ
の

会
津
高
等
学
校
同
窓
会
へ
の

　
　
　
　
　
　

協
賛
金
お
願
い
趣
意
書

　
　
　
　
　
　

協
賛
金
お
願
い
趣
意
書

会
津
高
等
学
校
同
窓
会
長

　
　
　

林　
　

健
幸

《経　歴》
福島県耶麻郡塩川町（現喜多方市）出身。
1975 年会津高等学校入学
1983 年中央大学法学部卒業、東京都庁入庁。
都営地下鉄勤務、総務省出向
東京都総務局都区制度改革担当部長等を歴任。
東京都中央卸売市場管理部長として、築地市場移転を
担当後、東京都交通局次長、東京都交通局長を経て、
2016 年から東京都オリンピック・パラリンピック準備
局長を務め、小池百合子東京都知事が本部長を務めた都
政改革本部の下、予算の妥当性の調査にあたるなどした。
2017 年東京都生活文化局長。
2018 年東京都福祉保健局理事、社会福祉法人東京都社
会福祉事業団理事長。
2019 年から東京都主税局長、中央大学学員会東京都庁
支部長。
2020 年はとバス代表取締役社長、東京都観光財団監事。

ご
講
演
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

開

催

終

了

致

し

ま

し

た
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